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＜環境経営理念＞

＜環境保全への行動指針＞

１ ．環境関連法規制や当社が約束したことを遵守します。

２ ．創意工夫による省エネルギー等により二酸化炭素排出量の削減に努めます。

３ ．廃棄物の発生抑制につとめ、混合廃棄物の分別に努めます。

４ ．適正な利用により水使用量の削減に努めます。

５ ．環境に配慮した施工に努めます。

６ ．持続可能な社会、循環型社会への実現の取組に努めます。

７ ．地域や関係団体の環境活動に積極的に参加します。

８．　この環境経営方針を全従業員に周知します。

環境経営方針

　有限会社真鍋建設は、本業である建築工事を通じて、地球温暖化問題への取り組みや地域の
環境活動に自主的・積極的に環境保全活動に取り組みます。
　従業員一丸となって地球環境と事業活動の調和を図り、継続的に改善活動に取り組んでまい
ります。

代表取締役社長 真鍋　伊緒理

制定日： 2022年5月1日
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□組織の概要
（１） 名称及び代表者名

有限会社真鍋建設
代表取締役社長　真鍋　伊緒理

（２） 所在地
兵庫県豊岡市福田１６６０番地の１

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者連絡先
責任者　 専務　 真鍋　将人　　 TEL：0796-23-5405
担当者 専務　 真鍋　将人　　 FAX：0796-23-5130

（４） 事業内容
建築工事業

（５） 事業の規模
売上高 万円

総従業員　　　　　名
延べ床面積　　　 ㎡

（６） 事業年度 8 月 1 日 ～ 7 月 31 日

□認証・登録の対象組織・活動

登録組織名： 有限会社真鍋建設
対象事業所： 本社・倉庫・駐車場
活動      ： 建築工事業 サイト
対象外　　： なし

□環境経営組織図及び役割・責任・権限表

代表者

9300

環境管理
責任者

環境事務局

社長

本社・倉庫・駐車場

本社・倉庫・駐車場
13名
297㎡

事務部 営業部 工事部 工事現場

統括責任

必要な経営資源を準備

環境経営方針の策定・見直し

全体の評価と見直し･指示

環境に関する実行責任者

環境経営方針の周知、従業員

に対する教育訓練の実施

環境経営目標達成に向けた取

組実施

環境関連法規等遵守の取組

緊急事態対応試行訓練の実

施・記録

環境管理責任者の補佐、環境委員会の事務局

各種帳票の作成・データの取りまとめ

環境経営目標・計画書案の作成

環境関連法規等取りまとめ表の作成及び最新版管理

環境関連の外部コミュニケーションの窓口

全従業員

環境経営方針の理解と環境への取組の重要性を自覚
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□主な環境負荷の実績

単位
kg-CO2

kg
kg

㎥

※二酸化炭素排出係数 kg-CO2/kWh 関西電力の2019年度の調整後排出係数　
※負荷の実績は工事現場を含む

※化学物質の使用はありません

□環境経営目標及びその実績

〇

〇

✕

✕

✕

　一般廃棄物排出量 495

基準年度比

16,259

0

2021年度 2022年度

42

一般廃棄物の削減
kg 495 460

93%

電力による二酸化炭素
削減

kg-CO2 2,941

kg-CO2 16,590

基準年度比

15,927

446

（目標）

評
価

39

上記二酸化炭素排出量合計

自動車燃料による二酸
化炭素削減

（基準値)

90%
36 35

90%

（実績）

16,938

505 460
102% 93%

16,093

98%

96% 95%

20,615 20,157

86%

37 41
95% 105% 92%基準年度比

行動目標（次項による）
環境に配慮した工事の
推進

水使用量の削減 ㎥

基準年度比 98% 102% 97%
20,368kg-CO2 21,044 20,623

廃棄物排出量

20,615

kg-CO2 1,512

（目標）

2024年度

（目標）

#REF!

96% 95%

41

　　　　　　　　  　年　度
　　項　目

項　目 2021年度 2022年度 2023年度

二酸化炭素総排出量 21,041

505 505

0

0.318

　産業廃棄物排出量 0

水使用量

20,615

96%

1,436
基準年度比

LPGによる二酸化炭素削
減

2023年度

1,482 1,136 1,452

2,882 2,540 2,824 2,794

98% 75%
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□環境経営計画の取組結果とその評価

数値目標：○達成　×未達成

活動：◎よくできた　○まあまあできた　△あまりできなかった　×全くできなかった
電力による二酸化炭素削減

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

取組紹介欄

2021年

2022年

624

5月

441
735

637 592 659 483
690 692 758
390

948 621

6月 7月

10

3月 4月

7月
41

2 21

690 768 855

650

7月6月5月4月

取組結果とその評価、次年度の取組内容

1,462 896 547

日中の明るい時間帯は照明を控え、不要な照明や設備等をOFFし
て、無駄な電力を使用しない事を徹底・周知させて取組んでいく
また器具等をLED照明への交換も積極的に検討していく

508

3月

547 381 5201,118

・効率的なルートの選択

1月12月11月10月9月8月

2月

425

10月 11月 12月 1月

1,120

・アイドリングストップ

31 10 21 52
11月 12月

874

41 25 2
1月 2月 3月 4月 6月5月

127297

552

37 58 33 2183 31 4 35

450
798 609 610 656

43
97

530

8月 9月 10月

310 320 353

○

988 658 664 609
468

0 0

584 551

・働き方見直しによる残業時間の短縮

676

○

574 914

・作業・業務の見直しによる効率化 ○

前年度と比べて工事現場等が遠方となり、それに伴い燃料と距離
が比例して増加した。その中で相乗り、アイドリングストップや空ぶ
かしなど、無駄な積載をせずに少しでも燃費の向上が出来るように
周知・徹底させて実行することが燃料の抑制に繋がるため意識して
取組んでいきたい

✕数値目標
○

0 　

8月 9月

2月

・不要照明の消灯 △

達成状況

数値目標 〇

0

500

1,000

1,500

2,000

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

電力（kWh） 2021年 2022年

0

500

1,000

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

ガソリン（L) 2021年 2022年

0

50

100

150

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

LPG（ｋｇ) 2021年 2022年
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一般廃棄物の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

水使用量の削減

取組紹介欄

2021年

2022年

環境に配慮した工事の推進

課題を解決しチャンスを活かす取組

7月

○
0 　
0

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組内容

0 　

・節水シールの貼り付けとポスター掲示

45
5040

40 40 40 40 40
40

3 3 3 4 4 4

全員で節水への取組や、雨水利用などの取入れも考慮して水の使
用の削減していきたい

1月

4540 45 40 40

5月 6月 7月
40

3 3 3 4 3

8月 9月
2

12月
24 3

40 40 40

11月 12月

45

10月 3月 4月

取組結果とその評価、次年度の取組内容
ペーパーレス化の推進、ごみ等の抑制及び分別の徹底で従業員一
同取り組んでいく

8月 9月

○
・印刷ミスの削減 ○
・梱包材の使用削減 ○

1月 2月
45 45 40 40 40

0 　

達成状況

数値目標 ✕
・分別の徹底

2月

・材料等の選定

達成状況

　

5 3
5月 6月

3
10月 11月

5 3

○

・工事の効率化 ○
・作業ミスの防止 ○

取組結果とその評価、次年度の取組内容
物価上昇や材料等の供給不足という状況の中、資材・材料等の選
定、無駄やミスを無くすことで廃棄物の抑制にもなり、効率も良くな
り重視して取組んでいきたい

0 0

数値目標 ✕

達成状況 取組結果とその評価、次年度の取組計画
・技術の継承 ○ 若手不足並びに人材確保において、働き方改革の推進にも大きく

力を入れて取組んで　自社ピーアールして盛上げれるよう　今後の
課題だと感じた

・事業拡大のための人材確保 △
・働き方改革 △

4

3月 4月
3 33

0

2

4

6

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

水道水（㎥） 2021年 2022年

0

20

40

60

8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月

一般廃棄物（kg） 2021年 2022年
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□各事業所の取組紹介

＜本社＞

□環境関連法規等の遵守状況の確認及び評価の結果，並びに違反，訴訟の有無

法的義務を受ける主な環境関連法規制は次の通りです。

環境関連法規制等の遵守状況の評価の結果、環境関連法規制等は遵守されていました。
なお、違反、訴訟等も過去３年間ありませんでした。

〇

適用される事項（施設・物質・事業活動等）
一般廃棄物及び産業廃棄物の適正処理、保管基準・委託基準の遵守
再資源化等の実施義務
発注者への再資源化等完了報告と記録の保存

〇

特定建設作業の事前届出、規制基準の遵守
特定建設作業の事前届出、規制基準の遵守

消防法（危険物）

○
遵守

フロン排出抑制法

〇

〇

適用される法規制

〇

危険物の適正な取扱・保管
フロン類使用機器の定期点検と記録の保存
業務用エアコン、冷蔵・冷蔵庫等の有無の事前確認、
発注者への書面説明、書面の３年間保存

廃棄物処理法

騒音規制法
振動規制法

建設リサイクル法
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□緊急事態対応訓練

緊急事態の想定： 火災の発生
■実施日： ■実施場所：
■参加者： ■実施内容： 手順書の確認

■評価： 火災発生時の通報、並びに避難の 手順書の変更の必要性 □ あり ☑ なし

■実施状況の様子

□代表者による全体の評価と見直し・指示
実施日：

代表取締役社長 真鍋　伊緒理

環境経営方針 ☑ 変更なし □ 変更あり
環境経営目標・計画 ☑ 変更なし □ 変更あり 実績を踏まえて見直すこと
実施体制 ☑ 変更なし □ 変更あり

□これまでの環境活動の紹介

2023年9月13日

　　手順書を全社員で確認し、手順書に従ってスムーズに訓練できた。

　全社員
2022年11月9日 　本社

　エコアクション２１を取り組みしたところ、電力、ガスや資材等の高騰もあり　節約だけでなく創意工夫や知恵を出し合い全社員で
より改善・強化を図っていく。引続きエコアクション２１を通して環境への配慮、抑制に向けて課題解決に会社と全社員挙げて推進
していく必要がある。

　　　（通報訓練、避難訓練）
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